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【科目】機器分析
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】物質工学科・5 年次
【担当教員】

赤羽 良一

【授業目標・教育方針】
化合物の構造決定に必須な分光法について学習する。目標は以下のとおりである。１）NMR スペクトルの解析法を理
解する。２）紫外可視吸収スペクトルの解析法を理解する。３）赤外線吸収スペクトルの解析法を理解する。４）１
－３）を総合して、スペクトルデータから基本的な分子の構造を推定する方法を理解する。

【授業概要】
基本的原理の学習 ( 復習）の後、NMR などの各種分光法で得られたデータの解析の演習を行う。また、分光法および
それに関係した基礎的諸原理について（例えば、NMR パラメータを利用した反応性評価法などについて）講義を行
う。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書は使用しないが、適宜プリントを配布する。参考書には、例えば以下のものがあるが、授業時に紹介する。有
機化合物のスペクトル解析入門、ハーウッド、クラリッジ、著、岡田恵次、小嵜正敏、訳、化学同人。より詳細な学
習資料は授業時に配付する。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
講議形式である。

【リンク】
Homepage of Ryoichi Akaba:http://www.chem.gunma-ct.ac.jp/org/akaba/index.html

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，その他：小テスト１回　２０％

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-b) いくつかの工学の基礎的知識・技術を駆使して実験を計画・遂行し，データを正確に解析し，工学的に考察
し，かつ説明・説得する能力

【授業計画】（授業名：機器分析）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1-3 紫外可視吸収スペクトル UV/VIS ペクトルの解析 。原理の復習とスペクトル解
析の演習。

4-6 赤外線吸収スペクトル IR スペクトルの解析。原理の復習とスペクトル解析の
演習。

7-15 NMR スペクトルとその利用、構
造決定

NMR スペクトルの解析。化学シフトと結合定数、そ
の反応性解析への応用。各スペクトル解析を総合した
分子の同定、構造決定の演習。
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